
【開館時間】午前 9時～午後 10時　　【休館日】毎月第 2木曜日　　【HP】「大東 アクロス」で検索

 【お願い】文化情報センターには専用の駐輪スペースがございません。ご来館の際には公共交通機関をご利用ください。

【TEL】072-869-6505　【FAX】072-870-1405　【E-mail】info@daito-across.jp

【お問合せ先】

〒574-0036　大阪府大東市末広町 1-301　ローレルスクエア住道サンタワー内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　      ※住道駅南側高層マンション内

主催令和8年度　大東市立文化情報センター

●会場：文化情報センターDIC21
●定員：48人※未就学児はご遠慮ください。
●料金：500円 ( 当日支払い）
●申込：7月 6日（月）から
　　　　　　　 （アクロスへ電話・来館で予約受付）

 開場 10:00 / 開演 10:30

要申込9 19月 （土）日

2026年

上映終了後に30分程度の感想会を実施します。（参加自由）

ワールド・ドキュメンタリー上映＆感想会

戦地で生まれた
　奇跡のレバノンワイン

戦争中も不屈の精神でワインを造り
続けたレバノンのワインメーカー
たちが、人生哲学や幸福に生きる秘訣
を語るドキュメンタリー。（95分）



※会場は生涯学習センターアクロスではなく、文化情報センターDIC21 です。

当センターイベント参加時には感染症予防対策のため、
以下を推奨しています。
●マスクの着用　　●会場入場時の手指のアルコール消毒
●ご自宅での検温等の体調確認
（当日、発熱や風邪のような症状のある方につきましては、参加をお控えください。）

★ご来場のお客様へ、お願いとご案内★

感想会について

①何を感じたか、自由にお話しをする会です。
②ほかの人の感想を否定する発言をしないようにお願いいたします。
※スタッフの指示に従っていただけない場合は、ご退場いただく可能性があります。

感想会ルール

ワールドドキュメンタリーでは、上映終了後に感想を話し合う「感想会」を実施いたします！
参加自由で、他の方の感想を聞いてみたいだけでも大丈夫なので、お気軽にご参加ください。
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戦地で生まれた奇跡のレバノンワイン

　古くから地中海の交易の中心のひとつであった中東の
小国レバノン。度重なる戦争に翻弄されてきた国だが、実
は知られざる世界最古のワイン産地の一つだ。レバノンワ
インの起源は５千年前とも一説には 7 千年前ともされる。
本作は、世界的に高い評価を受けているシャトー・ミュ
ザールの 2代目で「レバノンワインの父」と評されている
セルジュ・ホシャール他、戦争中もワインを作り続けてき

た不屈のワインメーカーたちが登場する。戦争ではなく平
和をもたらすために内戦中にワイン造りを始めた修道院
の神父や、虐殺が起こった故郷の村で村の再起のためにワ
イナリーを続ける夫婦など、極限の状況でもワインを造り
続けてきた 11 のワイナリーのワインメーカーたちが人
生哲学や幸福に生きる秘訣を語る。

監督：マーク・ジョンストン、マーク・ライアン
脚本 : マーク・ジョンストン、マーク・ライアン、マイケル・カラム
プロデューサー：マーク・ジョンストン
製作総指揮：セルジュ・ドゥ・ブストロス、フィリップ・マスード
撮影：マーク・ライアン
音楽：カリム・ドウアイディー
編集：マレク・ホスニー、マシュー・ハートマン
出演：セルジュ・ホシャール、マイケル・ブロードベント、ジャンシス・ロビンソン、
 エリザベス・ギルバート、ミシェル・ドゥ・ブストロス、サンドロ・サーデ、
 カリム・サーデ、ジェームス・パルジェ、ジョージ・サラ、ジャン=ピエール・サラ、
 ナジ・ブトロス、ジル・ブトロス、ロナルド・ホシャール、ガストン・ホシャール、
 ファウージ・イッサ、サミー･ゴスン、ラムジー・ゴスンほか
配給：ユナイテッドピープル
95分／アメリカ／ 2020 年／ドキュメンタリー

極限の状況でもワインを造り続けてきた 11 のワイナリーの
ワインメーカーたちが人生哲学や幸福に生きる秘訣を語る。

クレジット

『食べて、祈って、恋をして』著者で世界的ベストセラー作家エリザベス・ギルバートたちが
あなたを魅惑的なレバノンワインの世界へと誘う──。


